
下呂温泉合掌村冬季夜間回遊・受入環境実証業務 

受託事業者選定審査委員会設置要綱 

 

（目的） 

第１条 下呂市が実施する「観施委第 22 号下呂温泉合掌村冬季夜間回遊・受入環境実証業

務」を委託するにあたり、公募型プロポーザル方式により最も適した受託候補者を選定す

るため、受託事業者選定審査委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

（１）審査基準、評価方法等の検討及び決定に関すること。 

（２）参加資格の確認に関すること。 

（３）企画提案書の審査及び評価に関すること。 

（４）受託候補者の特定に関すること。 

（５）その他受託候補者の選定に関し必要な事項。 

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる者により組織する。 

（１）観光文化スポーツ部長 

（２）観光文化スポーツ部次長２名 

（３）観光文化スポーツ部観光課長 

（４）観光文化スポーツ部文化振興課長 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置く。 

２ 委員長は、観光文化スポーツ部長とする。 

３ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指名する者

がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、必要に応じて委員長が招集し、その議

長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによ

る。 

（利害関係の排除） 

第６条 委員は、自己又は自己の親族が関係する法人その他の団体が提案を提出した場合

等、審査の公正を妨げるおそれがある利害関係を有するときは、当該審査等の議事に加わ

ることができない。 



（結果の報告） 

第７条 委員長は、第２条第４号の規定により受託候補者を特定したときは、速やかに審査

結果を付して市長に報告しなければならない。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、観光施設課において処理する。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会

に諮って定める。 

 

附 則 

この要綱は、決定の日から施行し、受託事業者の選定をもって廃止する。 


